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1. まえがき 

成熟社会を迎え少子高齢化が深刻になりつつある現在，

サービスロボット産業は将来の我が国の基幹産業の一つと

して成長することが期待されている。米国では手術支援ロ

ボットや家庭用掃除ロボット等で大きな市場を獲得する企

業も出現しているが，日本もアシストロボットやリハビリ

ロボット等の生活支援系ロボットを中心に国内や海外で

徐々に市場を広げつつある。しかし，特に日本ではサービ

スロボットに適したモータが少なく，それ以前にサービス

ロボットにどのようなモータが求められているのかが明確

になっていないというのが現状である。 

そこで，産業応用部門 回転機技術委員会 サービスロボ

ットの要求を実現する小形モータとその制御技術調査専門

委員会が，サービスロボットの要求を実現する小型モータ

の重要な評価軸を探求することを目的に，ロボットの中で

産業用ロボット（製造業用ロボット）以外の分野，すなわ

ち，いわゆるサービス分野，農林水産分野および，人の作

業を代行する家電製品や，自動車をはじめとする移動体ま

でを含めて"サービスロボット分野"と位置づけ，それぞれの

分野で活用されているロボットの特徴を調査した。そして，

サービスロボットのタイプごとにモータへの要求事項を抽

出し，本委員会独自の評価を行い，要求事項を実現するモ

ータに必要な要素技術を本技術報告として纏める。 

1.1 「ロボット大国日本」を取り巻く現状と未来 

 2015 年 1 月 23 日，ロボット革命実現会議がとりまとめた

「ロボット新戦略」(1)が公表されている。その中でも述べら

れているが，日本のロボットは 1980 年代以降，製造現場を

中心に急速に普及してきた。特に，主な需要先である自動

車及び電気電子産業においては，ロボットの本格導入と軌

を一にして，高い労働生産性の伸びを背景に大きく成長し，

まさにロボットの活用とともに，Japan As No.1 の時代を牽

引してきた。 

また，日本では従来から，ロボットの多様な可能性に着

目されてきており，ペットに似せたロボットにより人に安

らぎや驚きを与える先駆的な試みや，人型ロボットやサー

ビスロボット分野における世界をリードする研究開発は，

注目に値する(1)。 

このようなロボットに関する日本の実力は，早くから導

入が進められてきた産業ロボットの分野で顕著に認めら

れ，日本は産業用ロボットの出荷額，稼働台数において世

界第 1 位の地位を維持していた。2012 年時点において，出

荷額は約 3,400億円，世界シェアの約 5割を占めるとともに，

稼働台数（ストックベース）についても約 30 万台，世界シ

ェアの 23％を占めていた。さらに，ロボットを構成する主

要要素部品である，ロボット向け精密減速機（ギア），サー

ボモータ，力覚センサ等において 9 割を超える高い世界シ

ェアを誇っていた(1)。 

表 1.1 に世界の産業用ロボットの導入台数を，図 1.1 に

世界の産業用ロボットの導入密度を示す。表 1.1 からわか

るように，2017 年の統計では，ロボットの導入台数を地域

別にみると，中国の伸び率が他国を圧倒している。加えて，

ロボットの導入密度（従業員 10,000 人当たりの導入台数）

は，2012 年から 2017 年にかけて 332 台から 308 台へ推移し

ほぼ同数であるものの，日本は 2 位から 4 位へ低下してい

る(2)。 

 

 
このように，近年，中国及び先進国（欧米）をはじめと

した新興国の双方において，改めてロボットが成長の鍵と

して注目を集めている。 

日本は世界でも類を見ないスピードで少子高齢化が進展

しており，これに伴う生産年齢人口の減少と人手不足や社

表 1.1 世界の産業用ロボットの導入台数 

Table 1.1. Number of industrial robots installed in the 

world 

出典：経済産業省 ロボット制作室，「経済産業省におけるロ

ボット政策」，

http://www.techno-aids.or.jp/robot/file01/03shiryo.pdf 

図 1.1 世界の産業用ロボットの導入密度 

Fig. 1.1. Installation density of industrial robots in the 

world 

出典：経済産業省 ロボット制作室，「経済産業省におけるロ

ボット政策」，

http://www.techno-aids.or.jp/robot/file01/03shiryo.pdf 
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